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出
前
ト
ー
ク
報
告

結果を報告します

～平成15年度「出前トーク」～

今
年
度
も
出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」を
、
全
33

地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
の
べ
約
1
、

0
0
0
人
、
4
3
0
件
を
超
え
る
意
見
や
質
問
が
出

ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の「
出
前
ト
ー
ク
」で
出
た
主
な
意
見

や
そ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

出
さ
れ
た
意
見
は
、
道
路
や
側
溝
、
歩
道

の
整
備
、
交
通
渋
滞
解
消
、
交
通
安
全
対
策

な
ど
、
日
常
生
活
に
直
結
し
た
意
見
や
要
望

が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
が
、
用
地
の
取
得
が
必
要
な

も
の
や
、
ほ
か
の
機
関
に
お
願
い
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
市
だ
け
で
の
対
応
が
困
難
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
や
県
と
協
議
し
な

が
ら
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
7
月
19
日
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
被

害
状
況
や
今
後
の
対
応
つ
い
て
の
意
見
も
出

さ
れ
、
空
地
・
溜た

め

池
を
利
用
し
た
調
整
機
能

の
充
実
な
ど
、
市
と
し
て
も
治
水
災
害
対
策

や
防
災
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
根
本
的
な
対
策
を
練
る

た
め
、
近
隣
の
自
治
体
と
雨
水
対
策
を
協
議

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
園
に
つ
い
て
は
、「
夏
休
み
期
間
中
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
利

用
と
子
ど
も
た
ち
の
利
用
が
競
合
す
る
の

で
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
公
園
の

運
営
上
の
意
見
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
意
見
に
対
し
、
地
域
住
民
が
公
園
を
効

率
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
住
民
自
ら
が
公

園
を
管
理
す
る
「
自
主
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の

導
入
を
紹
介
し
ま
し
た
。

都
市
基
盤

会場で参加者にアンケートを行ったところ、574件

の回答がありました。（回収率56.4％）

出前トークの全体的な内容については、昨年と同様、

70％以上の人が良かったと回答しています。

トークの感想・進行に関する意見（116件）

若い人がもっと参加しやすい工夫を

もっと意見交換の時間を取ってほしい

わかりやすい言葉で説明され、市政が身近に感じら

れた　など

施策に関する意見（211件）

道路など都市基盤の整備に関する意見が最も多く

（37％）、次いで環境など市民生活に関する意見があ

りました。

コミュニティバスの運行時間を延長してほしい

中学生の息子が思いっきりキャッチボールできる場

所がない

駅周辺の歩道にたくさんの自転車があり、歩きづら

い

警察のいらない、明るい町にしてほしい

市報などでボランティアへの参加を促してほしい

市政全般の経費を削減してほしい

行政と市民が一体となるようなシステムを作ってほ

しい　など

会場でのアンケート結果
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市
は
さ
ら
に
筑
紫
野
警
察
署
に
対
し
て

も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
定
員
（
ベ

ッ
ド
数
50
床
）
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
担
当
す
る
県

は
、
当
分
の
間
、
筑
紫
地
区
で
増
床
す
る
計

画
は
な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
今
後
も
、

50
床
増
を
県
に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

弁
当
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、「
弁
当

給
食
は
、
子
ど
も
が
お
い
し
く
な
い
と
い
っ

て
注
文
し
た
が
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

給
食
は
、
栄
養
士
が
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
て
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。
好
き
嫌

い
や
味
覚
の
個
人
差
で
、
難
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
と
な
る
よ
う

工
夫
を
重
ね
、
魅
力
あ
る
弁
当
給
食
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

昨
年
3
月
に
運
行
を
開
始
し
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
や
よ
い
」。
当
初
の
見
込
み
を

大
き
く
上
回
り
、
市
民
の
貴
重
な
交
通
手
段

と
し
て
活
用
さ
れ
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
と

い
う
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。

反
面
、
路
線
や
バ
ス
停
の
位
置
の
変
更
、

時
刻
表
の
見
づ
ら
さ
、
通
勤
時
・
夜
間
時
の

運
行
拡
大
要
望
な
ど
、
利
用
す
る
に
あ
た
っ

て
の
率
直
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
運
行
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

改
善
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
改
善
し
、
皆

さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
公
園
の
砂
場
で
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る

こ
と
も
で
き
な
い
」
な
ど
、
犬
や
ネ
コ
な
ど

の
フ
ン
害
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
違
反
者
の
特
定
や
罰
則
の

適
用
が
大
変
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
今
後
も

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
指
導

と
啓
発
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。
地

域
住
民
と
一
緒
に
そ
の
対
策
に
つ
い
て
も
、

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
犯
に
つ
い
て
も
関
心
が
高
く
、
車
上
荒

ら
し
や
空
き
巣
、
自
転
車
盗
な
ど
、
警
察
に

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
願
う
意
見
が
た
く
さ

ん
出
ま
し
た
。
福
岡
県
警
察
は
、
警
察
官
や

パ
ト
カ
ー(

ミ
ニ
パ
ト
カ
ー)

を
増
や
し
た
り

し
て
防
犯
に
努
め
て
い
ま
す
。

中
学
校
給
食

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

保
健
・
福
祉

市
民
生
活

結果を報告します

～平成15年度「出前トーク」～



公
民
館
の
改
修
や
増
改
築
が
で
き
な
い
か

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
改
修
は
計
画

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
民
館
建
設
に
は
、
建
築
基
準

が
あ
り
ま
す
。
基
準
以
上
の
増
改
築
は
難
し

い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
し
、
指

針
を
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

7
月
の
大
雨
災
害
で
、
利
用
で
き
な
く
な

っ
た
野
外
活
動
場
の
復
旧
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

野
外
活
動
場
の
被
害
の
大
き
さ
は
、
想
像

を
絶
す
る
も
の
で
、
現
在
、
専
門
家
に
復
旧

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
調
査
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
を
待
っ
て
、
今
後
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
前
ト
ー
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報
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出前トークも今年で3回目とい
うこともあり、参加者もリラック
スした雰囲気で臨めたのではない
でしょうか。中には、厳しい意見
や指摘もあり、その場でじかに議
論することで、施策の問題点や課
題などが明らかになり、有意義な
出前トークとなりました。
会場で出た貴重な意見や要望は、

持ち帰って十分検討しています。
すぐに対応ができるもの、多少時
間がかかるものなど、その対応は

それぞれ異なりますが、真摯
しん し

に受け止め、その結果を参加者には
もちろん全市民にきちんと知らせることが、協働の目的を果たす
ものと考えています。
また、長年地域において、個人やグループで清掃活動や、ボラ

ンティア活動に励んでおられるみなさんの話をお聞きすると、頭
が下がる思いです。このように地道に活動している人々の輪が、
市内全域に広がっていくよう、市としても支援していきたいと思
っています。
多数のご参加ありがとうございました。

春日市長　井上澄和

結果を報告します

～平成15年度「出前トーク」～

野
外
活
動
場

公
民
館
の
増
改
築

出前トークを終えて…

市
は
、
会
場
で
行
っ
た
意
見
交
換

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
、
今

後
の
市
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
15
年
度
版「
出
前
ト

ー
ク
報
告
書
」を
3
月
末
ま
で
に
作

成
し
、
各
地
区
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
5

FAX
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親も子も、楽しく、すくすくと！

4月1日、子育て支援の拠点施設｢すくすくプラザ｣がオ

ープンします。

「須玖保育所」・「須玖児童センター」・「子育て支援セン

ター」が1カ所に集まった複合施設として、それぞれの特

色を生かし、連携しながら、皆さんの子育てを応援します。

そんな｢すくすくプラザ｣の全容をマスコットキャラク

ターの｢カンガ｣と｢エルー｣がご案内します。



至 大橋�

す
く
す
く
通
り�

コミュニティバス�
須玖小前バス停�

須玖小学校�

須玖南親水公園�

昇町�

エルー�

カンガ�

 岡本�

県道31号線�

宝町�

すくすく�
　プラザ�

西鉄バス�
須玖小前バス停�

なぎの木通り�

春日中学校�春日小学校�

ＮＨＫ�
春日放送所�

春日中前�須玖�

交通機関�
西鉄バス「須玖小前」バス停から徒歩５分�
コミュニティバス「やよい」須玖小前�
（須玖線）徒歩１分�

調乳室�

沐浴室�

0歳児室�

1歳児室歳児室�

2歳児室歳児室�

1歳児室�

3歳児室�

2歳児室�

遊戯室�

給食室�

事務室�

一時�
保育室�

須玖保育所�

　1階が0～2歳児、2階が3～5歳児の部屋です。建物
中央の遊戯室は吹き抜けになっていて、子どもたち
みんなの交流の場となります。�
　また、定員が200人（現在より110人増）になった
ので、待機児童も解消されます。�

木のイスやテーブルがたくさん！�

子どもにやさしいぬくもりのある�
環境作りを大切にしているの。�

施設名� 休館日� 開館時間�

須玖保育所�
1501-3090（5兼用）�

日曜日�
12/31～1/3

午前7時～午後6時�
※延長保育は午後７時まで�

午前10時～午後5時�

午前8時30分～午後6時�

月曜日・第３火曜日�
12/29～1/3

日曜日�
12/29～1/3

須玖児童センター�
1573-2431（5兼用）�

子育て支援センター�
1584-1010

この「すくすくプラザ」っていう�

名前は、160件の応募の中から�

決まったの。親も子も、楽しく、�

すくすくと育って欲しいという�

願いが込もってるのよ。�

いい名前だね。�

ぼくも「すくすくプラザ」で�

いっぱい遊んで、すくすく育つぞ。�

みんなも遊びに来てね！�

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
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す
く
す
く
プ
ラ
ザ



エルー�

エルー�

カンガ�

カンガ�

1歳児室�

2歳児室�

5歳児室�

4歳児室�

3歳児室歳児室�3歳児室�

事務室�

たんぽぽ�
ルーム�

わんぱくルーム�

交流スペース�

のびのび�
ルーム�

こすもすルーム�
（相談室）�

わいわい�
ルーム�
（ランチルーム）�

須玖保育所�

須玖児童センター�

　広々としたプレイルームや交流スペース、屋上の
競技場などでは、子どもたちが元気に、また安全に遊
ぶことができます。また、乳幼児や保護者が集まって、
遊ぶこともできるので、交流の場にもなります。�

子育て支援センター�

　子育て支援センターでは、家庭児童相談員や保育士、
保健師が、学校や友達、自分の心や体に関する子ども
自身(0～18歳)の悩みや、お父さんお母さんなどの
子育てに関する悩みの相談を受けます。�
　また、ファミリーサポートセンターの事務局も、セ
ンター内に設置されます。�

「たんぽぽルーム」では、赤ちゃん�
とそのお父さんやお母さんが自由�
に遊べるんだって。�

「交流スペース」では、本を読ん�
だりおしゃべりしたり、自由に�
使っていいんだよ。�

「わんぱくルーム」では、小・中学生や�
高校生が、体を使って遊ぶことができ�
るの。乳児教室や幼児向けの遊びの広場�
もここで行います。�

毎日11時からは「手遊びタイム」�
もあるのよ。�
それに、子育てに関するいろいろ�
な情報も提供してもらえます。�

問い合わせ先　こども未来課�
1(584)1111　5(584)7739

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
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4月1日から、これまでの家電4品目（エアコン、洗
濯機、テレビ、冷蔵庫）に加え、冷凍庫も家電リサイ
クル法の適用となります。粗大ゴミとして出すことは
できません。
今後は冷凍庫も家電リサイクル法に基づいた手続き
で処理してください。
処理方法
以前購入した店やこれから購入する店に引き取って
もらう。
「ベスト電器福岡地区サービスセンター(1632ー
6155)」に引き取ってもらう。
ごみ収集業者に引き取ってもらう。（担当の収集業
者はこの市報に折り込んでいる「家庭ゴミの正しい

出し方」をご覧ください。）
問い合わせ先 環境対策課
(584)1111 (584)1147FAX

現在お持ちの春日市国民健康保険証（桃色）は、3
月31日までしか使えません。
新しい保険証（藤色）は、3月中旬に発送します。
届いたら、記載内容を必ず確認してください。
ただし、次に該当する人は、市役所の窓口で更新
の手続きが必要です。
国保税の滞納がある人
退職者医療への切り替えが必要な人
現在、「学生用・遠隔地用保険証」を持っている人
※　手続きの日程や持ってくるものなど、詳しくは
ハガキでお知らせします。
なお、西出張所では手続きできませんのでご注
意ください。

資格証明書の更新もお忘れなく
資格証明書も、3月31日までしか使えません。更
新の手続きをしてください。
○資格証明書とは・・・
災害に遭うなどの特別な事情がないのに、1年以
上国保税を滞納すると、保険証は返していただき
ます。その代わりに発行するのが｢資格証明書｣で
す。

手続き・問い合わせ先 国保年金課国保担当
(584)1111 (584)1141FAX

家電リサイクル法

冷凍庫も適用に

子どもたちのために

学校支援ボランティア募集
今度は藤色

国民健康保険証が
変わります 市教育委員会は、小中学校で教員と一緒に学習や

学校生活を手伝ってくれる「学校支援ボランティア
（無償）」を募集します。
資格は必要ありません。また、都合がつく日だけ
で構いません。子どもが好きな人、教育に興味のあ
る人、教師の経験者、パソコンに自信のある人など
のご協力をお願いします。
活動内容
学習面での支援（教室や施設などでの学習支援）
特別支援教育補助（学習に配慮を要する子どもの
手助け）
IT教育支援（パソコンを使った授業などの手助け）
子どもの安全確保支援（登下校時の安全確保や学
校内の巡回）など

申込方法 3月15日(月)以降に、直接窓口で申し込

む

申込・問い合わせ先 学校教育課
(584)1111 (584)1153FAX

市からのお知らせ�
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平成16年度の第1期分（3・4月分）から下水道使
用料が変わります。
下水道事業を管理・運営するための費用は、皆さん
の下水道使用料で賄われていますが、現在、この管
理・運営費の約2割が赤字となっています。
そこで、これを少しでも解消するため、下水道使用

料を改定しました。
ご理解とご協力をお願いします。
※　詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先 下水道課
(584)1111 (584)1143FAX

第1期分(3・4月分)から

下水道使用料が変わります

下水道使用料金表（2カ月分）�

※　条例では、1カ月ごとの料金が定められていますが、検針および料金請求が�
　2カ月に1度となっているため、2カ月分で作成しています。�

（例）2カ月で48m3使った場合…�

基本使用料  1,400円�

従量使用料 54円×20m3 1,080円�

 164円×20m3 3,280円�

 195円×  8m3 1,560円�

  7,320円�

消費税加算 7,320円×1.05 7,686円�

使用料(10円未満切り捨て) 7.680円

�

現　行� 改訂後�

基本使用料�
（20m3まで）�

従量使用料�
（1m3につき）�

従量使用料�
（1m3につき）�

基本使用料�

～40m3

～20m3�

～40m3�

～60m3�

～80m3�

～100m3�

～200m3�

～1,000m3

～80m3

～200m3

200m3を�
超えるもの�

2,286円�
1,400円�

54円�

164円�

195円�

204円�

248円�

259円�

308円�

320円�

163円�

192円�

242円�

306円� 1,000m3を�
超えるもの�

=

=

=

=

市
内
小
中
学
校
の
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

4
月
1
日
以
降
、
欠
員
が
出
た
と
き
に
、

登
録
者
の
中
か
ら
面
接
に
よ
り
採
用
し
ま

す
。勤

務
は
月
〜
金
曜
日
で
、
8
月
の
勤
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
ず
れ
も
社
会

保
険
の
適
用
と
交
通
費
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
小
中
学
校
事
務
補
佐

業
務
内
容

学
校
事
務
の
補
佐
業
務

対
象

パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
人

勤
務
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

報
酬

時
間
額
7
7
0
円

○
小
学
校
給
食
調
理
員

業
務
内
容

給
食
調
理
業
務

対
象

体
力
に
自
信
が
あ
る
人

勤
務
時
間

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3

時
30
分

報
酬

時
間
額
8
1
0
円

※
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時(

日
額

6

3
0
0
円)

の
臨
時
職
員
の
登
録

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

「
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
す
る

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

教
務
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
5
3

FAX

募
集
し
ま
す

春
日
市
臨
時
職
員
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在宅の障害者を対象に、「福祉タクシー利用券」と
市社会福祉協議会の「移送サービス」の利用券を交付
します。
対象 次のいずれかに該当する人
①障害者手帳を持っていて、次の級に該当する人
視覚障害1級、2級
下肢または体幹機能障害1級、2級
心臓・じん臓・呼吸器・小腸・ぼうこう・直腸機
能障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機
能障害1級

②療育手帳A判定の人
③精神障害者保健福祉手帳1級の人
※　特別養護老人ホームなど施設に入所している人は
除きます。

交付内容
タクシー利用券（基本料金分または1.6kmまでの料
金分を48枚）
移送サービス利用券（市内で利用できる36枚）

※　市外への移送は別途料金が必要です。
申請方法 3月22日(月)以降に、それぞれ該当する手

帳を持参して申請する

申請・問い合わせ先 高齢障害課障害担当
(584)1111 (584)3090FAX

交付します

平成16年度の福祉タクシー・移送サービス利用券

円があなたと街を近くする�

問い合わせ先　都市計画課　 (584)1111 (584)1143FAX

3月1日で、1周年を向かえたコミュニティバス「やよい」。これを記念して、さらに多くの人に「やよい」の特色や
便利さを知ってもらおうと、「コミュニティバス『やよい』PR作文」を募集しました。
応募された作品の中から優秀作品5点を、今回から数回に分けて紹介します。

小学2年生　中尾
なかお

咲江
さきえ

さん(日の出町)
「やよい」は、いつもうごいているから、図書かんに
行く人も、のれるからとてもやくにたったんじゃない
かって思いました。
わたしは、小学生の人だけのプールで「やよい」にの
っていっていました。でもおわってしまいました。だ
けど「やよい」にのっていたときにきがついたことです。
「つぎにどこにいきます」って言ったりしたから、つぎ
はそこに行くんだなってわかるから、そこがよかった
です。「やよい」はどこでもうごくからどこにでもいける
からべんりなバスだなっとおもいました。

「やよい」は、いつもうごいているから、図書かんに
行く人もプールにいく人もべんりな「やよい」をみなさ
んもりようしてみたらいかがですか。それにくるまい
すの人ものれます。くるまイスの人ものってみてくだ
さい。

※　これらの作文を掲載した冊子
を、バスセンターや市役所、ふれ
あい文化センター、いきいきプラ
ザ、奴国の丘歴史資料館に置いて
います。ぜひご覧ください。

「やよい」



ト
ピ
ッ
ク
ス�

春日東中学校1年生を対象に、2月
17日、渡辺正和

わたなべまさかず

さん（元ダイエーホ
ークス投手）と岩切

いわきり

みきよしさん
（シンガーソングライター）の講演
が行われました。
1年生は、昨年の11月から、進路
学習の一環として、インターネット
などを使って職業調べを行っていま
す。講演を通じて、さらに職業につ
いてイメージを膨らすのが今回の目
的です。

講演で渡辺さんは「できることを、少しずつでも、毎日継続して続けること」、岩切さんは
「何か一つ得意なものを持つことが大切」などと、職業に対する心がまえなどを生徒たちに伝え
ました。
講演後、たくさんの質問が生徒から出され、将来の進路を決める上で、生徒たちにとって有
意義な授業となったようです。

どんな職業に就こうかな
春日東中で進路学習講演会

2月21日、ふれあい文化センター大会議
室で青少年健全育成市民のつどい｢子どもを
地域で育てよう！｣実践発表会が行われ、学
校関係者やPTA、自治会長など約180人が
参加しました。
地域で活発に活動している泉地区自治会

は、毎月第2土曜日に行っている｢泉わいわ
いクラブ｣について説明。子どもたちの楽し
そうな姿や、今後継続していく上での課題
などを発表しました。
このほか、｢日の出小学校サン者連絡会｣や｢かすがの倶楽部

く ら ぶ

（春日野中PTA）」も、そ
れぞれの現在の取り組みを発表し、参加者は興味深く聞き入っていました。

青少年健全育成市民のつどい
｢子どもを地域で育てよう！｣実践発表会

生
徒
に
体
験
談
を
話
す
渡
辺
さ
ん

▲

ト
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泉地区自主防災訓練
消火器操作は慌てずに
泉地区の住民による防災訓練が、2月18日、公民館横の広場で行
われました。
日ごろから訓練を重ねて万一の災害に備えようと、平成12年に結
成した「泉地区自治会防災会」が定期的に行っているもの。
この日は、参加した地区住民約40人全員が、水の出る模擬消火器
を使って真剣に消火訓練に取り組みました。
指導に当たった春日大野城那珂川消防署員は「消火器は、いざと
いう時慌てて使えません。手順を復唱しながら落ち着いて操作しま
しょう」と参加者に力説していました。
現在、市内には、33地区中28地区に自主防災組織があり、積極
的な防災活動に取り組んでいます。



自分や周りの人を尊重する人権意識を高めさせる
大谷小学校同和教育研究発表会

大谷小学校で、2月5日、人権・同
和教育に関する学習指導の研究発表
会が全クラスで行われました。
どうすれば、子どもたちに、自分

や周りの人を尊重する人権意識を高
めさせることができるかについて発
表したもので、筑紫地区内の教師や
保護者、地域の人たちが多数参観し
ました。
どのクラスも、子どもの主体性を

重視し、同和教育の副読本「かがや
き」を活用したり、体験学習を行っ
たりして、考える力を引き出す工夫
が取り入れられていました。

（広報レポーター　姚
よう

暁珊
しょうさん

）▲韓国の民族衣装などを展示して、国際理解を深める授業を行う6年生のクラス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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「税」について考えましょう

中学生の税に関する標語

福岡国税局長賞
税金は　時代をになう　貯金箱
春日西中学校2年　山口

やまぐち

美穂子
み ほ こ

筑紫税務署長賞
みんなの税　夢ある町を　築くため
春日中学校1年　田中

たなか

麻都莉
ま つ り

切り拓こう　輝く未来を　この税で
春日東中学校2年　森

もり

清文
きよふみ

税金を　バトンでつなぐ　明るい未来
春日南中学校3年　江上

えがみ

奈津子
な つ こ

目指そうよ　みんなが納める　良い街を
春日野中学校2年　白水

しろうず

純代
すみ よ

支え合う　税は未来の　道しるべ
春日北中学校3年　竹馬

ちくば

優紀
ゆう き

筑紫県税事務所長賞
つくりたい　あなたの税で　大きな未来
春日野中学校2年　園田

そのだ

菜津美
な つ み

春日市長賞
生きている　税もみんなも　輝いて
春日中学校2年　松本

まつもと

恵美
え み

支え合おう　みんなの税は　大きな力

春日東中学校2年　成清
なりきよ

知代
ち よ

その税に　みんなの未来が　つまってる
春日西中学校2年　中村

なかむら

真悠
ま ゆ

あなたの税で　夢ある日本へ　KICK OFF
春日南中学校3年　鵜飼

うがい

亮次
りょうじ

街づくり　大切なのは　みんなの税
春日野中学校2年　橋里

はしざと

弥生
やよ い

知っている？　ここにもそこにも　あなたの税
春日北中学校2年　豊増

とよます

泉
いずみ

春日教育長賞
税金で　増えてく笑顔　支える未来
春日中学校2年　日　

ひだか

加梨
か な

税金は　みんなをささえる　大きな手
春日東中学校2年　池内

いけうち

香織
かお り

大切に　一人の税は　みんなの税
春日西中学校2年　吉田

よしだ

有希
ゆ き

新しい　扉を開く　税の鍵
春日南中学校3年　此本

このもと

晋
すすむ

納めれば　きっとあなたに　いい笑顔
春日野中学校2年　梶原

かじわら

佑紀
ゆう き

税金は　あなたの地域の　大きな支え
春日北中学校2年　福吉

ふくよし

愛美
まな み

（敬称略）

将来の納税者となる若い世代の人たちに「税」に関心を持ってもらおうと、昨年、筑紫税務署が「中学
生の税に関する標語」を募集しました。
筑紫地区で6,899点の応募があり、そのうち市内中学校からは、次の19点が優秀作品に選ばれました。
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春
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全
国
の
窯
元
か
ら
出
品
さ
れ
る
陶
磁

器
の
展
示
即
売
会
で
す
。

日
時

3
時
18
日
(木)
〜
22
日
(月)

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

※
　
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

会
場

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
（
福
岡
市

博
多
区

は
か
た
く

沖
浜
町

お
き
は
ま
ま
ち

7
―

1
）

内
容

▽
陶
磁
器
展
示
即
売
会
▽
華
道

作
家
展
▽
茶
席
▽
テ
ー
ブ
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
▽
ろ
く
ろ
無
料

体
験
　
な
ど

入
場
料

5
0
0
円
（
高
校
生
以
下
は

無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

全
国
陶
磁
器
フ
ェ
ア

I
N
福
岡
実
行
委
員
会

(

262)

3
2
6
5

(

262)

3
3
6
3

FAX

日
時

5
月
23
日
(日)

①
午
後
1
時
〜

3
時
②
午
後
5
時
〜
7
時

会
場

福
岡
サ
ン
パ
レ
ス
ホ
ー
ル
（
福

岡
市
博
多
区
築
港
本
町
2
―

1
）

※
　
入
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必

要
で
す
。
4
月
12
日
(月)(

必
着)

ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
希
望
時
間(

①
か

②
）、
希
望
人
数(

一
枚
で
2
人
ま
で
）

を
書
い
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

航
空
自
衛
隊

広
報
班
（
〒
816
―

0
8
0
4
原

町
3
―

1
―

1
）

(

581)

4
0
3
1
（
内
線
3
1
5
0
）

1
日
体
験
も
歓
迎
し
ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道

場(

大
谷
6
―

28)

○
子
ど
も
の
部

日
時

①
第
1
日
曜
日
　
午
前
9
時

〜
11
時
②
第
2
・
第
4
土

曜
日
　
午
前
9
時
〜
10
時

30
分

会
費

月
額
1
0
0
0
円

○
大
人
の
部

日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
費

月
額
2
0
0
0
円

※
　
い
ず
れ
も
会
費
の
ほ
か
に
、
年
間

ス
ポ
ー
ツ
保
険
料(

子
ど
も
5
0
0

円
、
大
人
1
5
0
0
円)

が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
石
内
い
し
う
ち

千
恵
子

ち

え

こ

(

501)

5
3
1
2

夏
期(
5
〜
8
月)

を
除
く
毎
月
、
無

料
で
プ
ー
ル
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

○
毎
月
第
1
土
曜
日
　

対
象

高
校
生
以
下

○
家
庭
の
日
（
毎
月
第
3
日
曜
日
）

対
象
　
中
学
生
以
下
と
そ
の
家
族

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
30
分

(

1
人
2
時
間
以
内)

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

※

「
3
歳
未
満
は
利
用
で
き
な
い
」

「
小
学
2
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

の
入
水
が
必
要
」「
全
員
水
泳
帽
子
を

着
用
す
る
」な
ど
の
き
ま
り
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

(

915)

3
5
0
0

(

585)

1
6
3
4

日
時

第
3
火
曜
日
を
除
く
毎
週
火
曜

日
　

午
後
7
時
〜
9
時

場
所

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー

ル
（
大
谷
6
―

28
）

会
費

月
額
1
5
0
0
円
（
２
カ
月

分
前
納
）

※
　
別
途
、
毎
回
プ
ー
ル
利
用
料
金
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

山
田
や
ま
だ

(

571)

7
1
8
9
（

兼
用
）

市
内
に
居
住
・
通
勤
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
市
テ
ニ
ス
連
盟
に
所
属
し
て
い

る
人
が
対
象
で
す
。

日
時

4
月
18
日
(日)
（
雨
天
時
は
25
日

(日)
に
延
期
）

午
前
9
時
〜
（
受
付
　
午
前
8

時
30
分
〜
）

FAX FAX

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
6
―

28)

種
目

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
・
ペ
ア
1
2

0
歳
以
上
）

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
（
一
般
）

※
　
参
加
者
数
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
組
み
合
わ

せ
は
当
日
発
表
し
ま
す
。

参
加
費
（
一
人
）

▽
会
員
　
1
0
0
0
円

▽
一
般
　
1
5
0
0
円

申
込
方
法

4
月
8
日
(木)(

必
着)

ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
勤
務
先
を
書
い
て
送
る

※
　
過
去
の
優
勝
経
験
者
は
、
優
勝
年

度
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
大
会
係

(

〒
816
―

0
8
2
3
若
葉
台
西
6

―

1
0
3
く
す
の
木
幼
稚
園
内)

(

571)

0
2
5
4

(

582)

9
5
6
8

日
時

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
1
時
30
分

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

会
費

月
額
2
0
0
0
円
（
3
カ
月

分
前
納
）

※
　
別
途
、
入
会
金
5
0
0
円
と
毎
回

の
プ
ー
ル
利
用
料
金
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

馬
場
ば

ば

(

595)

0
9
6
5
（

兼
用
）

FAX FAX

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

13

福
岡
最
大
級
の
展
示
即
売
会

全
国
陶
磁
器
フ
ェ
ア
I
N
福
岡
２
０
０
４

陸
上
・
海
上
・
航
空
自
衛
隊

合
同
コ
ン
サ
ー
ト

春
日
市
椰
の
会

な
ぎ
な
た
教
室
生
募
集

「
第
1
土
曜
日
」・「
家
庭
の
日
」

温
水
プ
ー
ル
無
料
開
放

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
健
康
美
人
ク
ラ
ブ
」

第
29
回
春
日
市
テ
ニ
ス
連
盟

会
長
杯
市
民
テ
ニ
ス
大
会

初
心
者
も
歓
迎
し
ま
す

水
泳
サ
ー
ク
ル「
春
日
ク
ラ
ブ
」



60
歳
以
上
の
人
が
対
象
で
す
。
み
ん

な
で
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

4
月
15
日
(木)

午
後
3
時
〜
5
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
卓
球

場
（
大
谷
6
―

28
）

参
加
費

2
0
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ

保
険
料
を
含
む
）

申
込
方
法

4
月
13
日
(火)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

※
　
運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
ラ
ケ
ッ

ト
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）
と
上
靴

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

松
尾
ま
つ
お

(

582)

0
5
4
6

(

574)

9
1
3
8

家
庭
な
ど
か
ら
出
る
下
水
を
も
と
に

作
っ
た
肥
料
で
す
。
有
機
物
や
石
灰
を

多
く
含
む
土
壌
改
良
材
で
、
種
ま
き
や

苗
の
植
付
け
前
の
元
肥
と
し
て
最
適
で

す
。
注
文
後
約
2
週
間
で
宅
配
し
ま
す
。

価
格

1
セ
ッ
ト
5
0
0
円
（
10
㎏
入

り
2
袋
、
宅
配
料
・
税
込
み
）

支
払
方
法

宅
配
時
に
商
品
と
引
き
換

え

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

(財)
福
岡
市
下

FAX

水
道
資
源
セ
ン
タ
ー
　

7
0
1
2
0(

803)

8
0
4

(

807)

5
0
4
4

同
事
務
所
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

「
検
便
検
査
」
と
「
飲
用
井
戸
水
等
の

水
質
検
査
」
は
、
平
成
16
年
4
月
か
ら

行
い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
民
間
の
検
査
機
関
な
ど
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
総
務
企
画

課

(

513)

5
5
8
1

(

592)

8
4
4
4

き
れ
い
な
ピ
ア
ノ
の
曲
に
合
わ
せ
て

ス
ト
レ
ッ
チ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
火
曜
日

正
午
〜
午
後
1
時

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
2
F
ア
リ
ー

ナ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

FAX

FAX

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
本
ま
つ
も
と

(

501)

5
9
7
0

福
岡
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
は
、

救
急
・
災
害
医
療
の
情
報
や
、
保
健
・

医
療
に
関
す
る
講
演
会
な
ど
の
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.fm
c
.fu
k
u
o
k
a
.

m
e
d
.o
r.jp

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
初
心
者
が
対

象
の
無
料
講
座
で
す
。

日
時

3
月
26
日
(金)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
C(

原
町
3
―

1
―

7)

定
員

45
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

3
月
21
日
(日)
に
電
話
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
　
恒
崎
つ
ね
ざ
き

(

691)

7
3
4
9
（

兼
用
）

色
彩
に
興
味
が
あ
る
人
や
検
定
試
験

を
受
験
す
る
人
の
た
め
の
講
座
で
す
。

日
程

4
月
28
日
〜
6
月
16
日
の
毎
週

水
曜
日(

計
8
回)

※
　
5
月
の
第
1
週
の
み
、
6
日
(木)
に

行
い
ま
す
。

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
9
時
　

会
場

春
日
市
商
工
会
館(

伯
玄
町
2
―

24)

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

受
講
料

2
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
込
み)

※
　
申
込
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ

い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

3
月
16
日
(火)
〜
4
月
15
日

(木)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
訓
練
会

(

581)

3
5
5
7

(

581)

3
5
5
8

江
戸
時
代
の
古
文
書
を
ひ
も
解
き
な

が
ら
、
当
時
の
様
子
を
学
習
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
受
講
は
無
料
で
す
。

対
象

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

FAX FAX

期
間

4
月
〜
平
成
17
年
3
月
の
毎
月

第
2
・
4
金
曜
日
（
計
22
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
3
―

57
）

定
員

40
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法

3
月
15
日
(月)
〜
31
日
(水)

(

必
着)

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

※
　
期
間
中
、
館
外
学
習
を
2
回
行
い

ま
す
。
そ
の
際
の
施
設
入
館
料
な
ど

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

(

501)

1
1
4
4

(

573)

1
0
7
7

4
月
か
ら
始
ま
る
公
開
講
座
で
す
。

誰
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

内
容

○
文
学
・
趣
味
講
座
　
▽
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
旅
す
る
▽
イ
ギ
リ
ス
の
風
土
と

文
化
を
尋
ね
て
▽
古
事
記
を
読
む
▽

日
本
の
食
事
と
文
化
　
な
ど
　

○
英
会
話
講
座
　
▽
初
心
者
の
た
め
の

や
さ
し
い
基
礎
▽
中
級
　
▽
英
語
で

ジ
ェ
ン
ダ
ー
入
門
　
な
ど

○
資
格
取
得
講
座
　
▽
英
検
2
級
▽
同

準
1
級
▽
T
O
E
I
C

な
ど

※
　
開
催
日
時
や
受
講
料
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

575)

2
9
9
3
（

兼
用
）

FAX FAX

情
報
ひ
ろ
ば

14

環
　
境

健
　
康

講
演
・
講
座

初
心
者
も
大
歓
迎

第
1
回
熟
年
卓
球
教
室

お
届
け
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料「
博
多
の
び
の
び
」

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

検
便
・
水
質
検
査
業
務
の
廃
止

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
C
・
G
・
M
矯
正
体
操
」会
員
募
集

救
急
医
療
情
報
を
提
供
し
ま
す

福
岡
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

受
講
生
募
集

古
文
書
講
読
講
座

筑
紫
地
区
商
工
会
職
業
訓
練
会

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
3
級

福
岡
女
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

パ
ソ
コ
ン
習
得
法
講
座

ト

ー

イ

ッ

ク



きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

ま
っ
つ
ん
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

い
ち
ご
大
好
き
！
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

叶
さ
ん

[
ペ
ン
ネ
ー
ム]

プ
ル
メ
リ
ア
の
花
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

Ｋ
・
Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
　
さ
ん

見
直
そ
う

ゴ
ミ
の
出
し
方

引
越
し
な
ど
で
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん

出
る
場
合
は
、
収
集
業
者
に
直
接
、

「
引
越
し
ゴ
ミ
」「
一
時
多
量
ゴ
ミ
」

と
し
て
収
集(

有
料)

を
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
場
合
は
、「
粗
大
ゴ

ミ
」の
収
集
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

「
粗
大
ゴ
ミ
シ
ー
ル
」
を
貼
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
　
収
集
業
者
は
地
区
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。「
家
庭
ご
み
の
正
し

い
出
し
方
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
7

FAX

引
越
し
ゴ
ミ
は
直
接
収
集
業
者
へ

地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
の
問
題
点
を
知
り
、
今
後
の
活

動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
何
が
必
要

か
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
、
託
児
（
6
カ
月
〜

就
学
前
・
1
人
3
0
0
円
）
も
行
い
ま

す
。

日
時

3
月
20
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

会
場

同
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

A
B
（
原
町
3
―

1
―

7
）

内
容

「
私
の
地
域
活
動
体
験
〜
出
て

こ
い
地
域
の
お
や
じ
た
ち
〜
」

講
師

早
谷
川

は
せ
が
わ

悟
さ
と
る

さ
ん
（
栗
林

く
り
ば
や
しお

や

じ
塾
代
表
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
直
接
窓
口
で
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

を
伝
え
る

※
　
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
13
日
(土)

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

事
業
推
進
課
　

(

584)

1
2
6
1

(

584)

1
2
6
2

日
程

4
月
16
日
〜
7
月
2
日
の
毎
週

金
曜
日
（
全
12
回)

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
昇
町
3

―

1
0
1
）

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費

7
5
0
円
（
教
材
費
、
保
険

料
と
し
て)

申
込
方
法

4
月
9
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

(

501)

1
1
3
6
（

兼
用
）

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
が
自
由
に
過

FAX FAX

ご
す
こ
と
の
で
き
る
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

で
す
。
中
学
生
も
遊
び
に
来
て
く
れ
ま

す
。参

加
は
無
料
で
、
申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時

3
月
31
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
2
時
30

分

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
集
会

室
B(

大
谷
6
―

24)

※
　
当
日
、
ぽ
れ
ぽ
れ
館
は
お
休
み
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

ぽ
れ
ぽ
れ
館

(

572)

8
7
4
0
（

兼
用
）

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
が
お
お
む
ね
6
〜
7
月
の
夫

婦

日
時

4
月
17
日
(土)

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

FAX

定
員

20
組(

申
込
先
着
順)

内
容
　

▽
助
産
師
の
講
義
「
夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
〜
呼
吸
法
と
補
助
動
作
」

▽
育
児
実
技
（
沐
浴
も
く
よ
く

実
習
な
ど
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法

3
月
17
日
(水)
〜
31
日
(水)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
産

予
定
日
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

1
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

み
が
き
を
指
導
し
ま
す
。

日
時

3
月
24
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ(

昇
町
1
―

1

2
0)

持
っ
て
く
る
物

▽
母
子
健
康
手
帳
▽

子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

(

501)

1
1
3
4

(

501)

0
0
5
1

FAX FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

あ
す
ば
る
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

点
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

子
育
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

移
動
ぽ
れ
ぽ
れ

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

幼
児
期
か
ら
の
正
し
い
歯
み
が
き

歯
み
が
き
教
室



良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
と
一
緒
に
、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
摂
取
で

き
ま
す
。
特
に
豚
肉
に
は
ビ
タ
ミ

ン
B
群
が
含
ま
れ
て
お
り
、
疲
労

回
復
に
役
立
ち
ま
す
。

黒
ゴ
マ
や
シ
ソ
の
風
味
が
食
欲

を
そ
そ
る
一
品
で
す
。

材
料
（
6
人
分
）

豚
肉
薄
切
り
　
3
0
0
g

黒
ゴ
マ
　
大
さ
じ
2

青
ジ
ソ
　
10
枚

シ
ョ
ウ
ガ
　
1
か
け

卵
　
1
個

小
麦
粉
　
大
さ
じ
6

揚
げ
油
　
適
量

キ
ャ
ベ
ツ
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ

(

付
け
合
わ
せ)

適
量

A

し
ょ
う
油
　
大
さ
じ
2

砂
糖
　
小
さ
じ
1

※
　
A
は
、
黒
コ
シ
ョ
ウ
と
塩
で

も
よ
い
。

作
り
方

①
　
豚
肉
を
2
㎝
幅
に
切
り
、
A

に
10
分
間
程
度
漬
け
る
。

②
　
シ
ソ
、
シ
ョ
ウ
ガ
は
細
い
せ

ん
切
り
に
し
て
、
黒
ゴ
マ
と
卵
、

小
麦
粉
と
と
も
に
混
ぜ
、
衣
を

作
る
。

③
　
①
に
②
を
つ
け
て
油
で
か
ら

り
と
揚
げ
る
。

④
　
皿
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
せ
ん
切
り

を
敷
い
て
、
③
を
盛
る
。
ト
マ

ト
と
キ
ュ
ウ
リ
を
添
え
る
。

1
人
分
熱
量

2
3
8
kcal

(

春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会)

い
じ
め
や
差
別
、
暴
力
、
体
罰
、
名

誉
毀
損
き
そ
ん

、
近
隣
や
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
を
人

権
擁
護
委
員
が
受
け
ま
す
。

日
程
・
場
所

▽
4
月
1
日
(木)

大
野
城
市
総
合
福
祉

セ
ン
タ
―(

大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち2
―

2
―

1)

▽
4
月
6
日
(火)

春
日
市
役
所

▽
4
月
28
日
(水)

筑
紫
野
市
役
所(

筑

紫
野
市
二
日
市
西

ふ
つ
か
い
ち
に
し

1
―

1
―

1)

相
談
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

(

922)

2
8
8
1

(

922)

3
3
4
2

こ
れ
ま
で
、
市
内
の
青
少
年
な
ど
を

対
象
に
、
電
話
相
談
を
受
け
て
き
た
春

日
市
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
は
、
3
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

4
月
以
降
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
が
引
き
継
ぎ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

FAX

相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
専
用
電
話

(

584)

1
0
1
5

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

(

575)

4
1
2
1

(

593)

7
3
8
0

年
4
回
程
度
行
っ
て
い
る
介
護
保
険

運
営
協
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
。

こ
の
協
議
会
は
、
市
が
介
護
保
険
制

度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
設
け
て

い
る
も
の
で
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

進
み
具
合
や
、
介
護
保
険
に
関
す
る
重

要
な
事
項
を
調
査
、審
議
し
て
い
ま
す
。

日
時

3
月
19
日
(金)

午
後
2
時
〜
4
時

場
所

市
役
所
大
会
議
室

定
員

20
人
程
度(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

介
護
保
険
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
と
知

的
障
害
者
が
対
象
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

期
日

4
月
8
日
〜
平
成
17
年
3
月
24

日
の
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

FAX FAX

(

計
24
回)

※
　
8
・
9
月
は
第
1
・
2
木
曜
日

に
、
ま
た
、
12
月
は
第
2
木
曜
日
に

の
み
行
い
ま
す
。

時
間

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

会
場

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
6
―

28
）

定
員

各
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法

3
月
25
日
(木)
ま
で
に
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接
窓
口
で

申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
を

提
出
す
る

※
　
申
込
書
は
、
福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
と

高
齢
障
害
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

(

584)

1
1
1
1

(

584)

3
0
9
0

試
験
種
目
・
対
象

▽
一
般
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人

▽
技
能
　
18
歳
以
上
で
衛
生
、
語
学
、

整
備
な
ど
の
国
家
免
許
資
格
を
有
す

る
人

受
付
期
限

4
月
9
日
(金)

第
1
次
試
験
日

4
月
17
日
(土)
〜
19
日

月
の
い
ず
れ
か
1
日

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
福
岡
募
集
事

務
所
　
杉
谷
す
ぎ
た
に

(

591)

7
4
5
0(

兼
用)

FAX
FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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｛

募
　
集

相
　
談

福
　
祉

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

筑
紫
地
区
定
例
人
権
相
談

終
了
し
ま
す

春
日
市
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

春
日
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

参
加
者
募
集

平
成
16
年
度
障
害
者
水
泳
教
室

平
成
16
年
度
採
用

予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験



きいて�きいて�

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

フ
M
a
x
2
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

早
知
子
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

M
エ
ム
さ
ん

[

ペ
ン
ネ
ー
ム]

蜜
蜂
さ
ん

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃いめ

にはっきりと描いて、表に住所、氏
名、電話番号を書いて送ってくださ
い。(ペンネームも可)
著作権の都合上、作品はオリジ
ナルのものに限ります。
あて先 〒816-8501 春日市
役所広報担当「みてみてきいて」係
※ 掲載された人には図書券
（500円分）を進呈します。

子
ど
も
た
ち
を
引
率
し
て
沖
縄
研
修

の
船
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

対
象

高
校
生
以
上
40
歳
未
満
の
人

活
動
内
容

小
学
4
年
生
〜
中
学
3
年

生
の
団
員
約
1
0
0
人
の
引
率

と
、
海
洋
研
修
や
平
和
学
習
の

指
導

※
　
事
前
に
、
準
備
会
議(

5
月
12
日

以
降
、
毎
週
水
曜
日
の
夜)

や
宿
泊

研
修
が
あ
り
ま
す
。

研
修
日
程

7
月
下
旬
〜
8
月
上
旬
の

4
泊
5
日

参
加
費

3
万
5
0
0
0
円

募
集
人
員

25
人
程
度
（
申
込
多
数
の

場
合
、
面
接
に
よ
り
選
考
）

※
　
面
接
は
、
4
月
25
日
(日)
・
28
日
(水)

の
説
明
会
の
際
に
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

4
月
14
日
(水)(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
少
年

の
船
実
行
委
員
会
（
〒
816
―

0

8
3
1
大
谷
6
―

24
ふ
れ
あ
い

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

(

584)

2
1
9
0
（

兼
用
）

受
験
資
格

▽
昭
和
52
年
4
月
2
日
〜
58
年
4
月
1

日
に
生
ま
れ
た
人

▽
昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
平

成
17
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

申
込
期
間

4
月
1
日
(木)
〜
16
日
(金)

（
当
日
消
印
有
効
）

試
験
日
程

▽
第
1
次
試
験
　
6
月
13
日
(日)

▽
第
2
次
試
験
　
7
月
26
日
(月)
〜
29
日

(木)
の
う
ち
指
定
す
る
日

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係

(

411)

0
0
3
1
（
内
線
2
1
1
7
）

h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
o
ka
.n
ta
.g
o
.

FAX

jp
/平

成
15
年
分
の
所
得
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
の
期
限
は
、
3
月
15
日
(月)
で

す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

期
限
後
に
、
自
主
的
に
申
告
を
し
た

と
き
に
は
、「
無
申
告
加
算
税
」
は
軽

減
さ
れ
ま
す
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き

自
主
的
に
「
修
正
申
告
」
を
し
た
と

き
に
は
、「
過
少
申
告
加
算
税
」
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

○
消
費
税
や
地
方
消
費
税
の
納
税
も
お

忘
れ
な
く

個
人
事
業
者
の
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
」
の
納
期
限
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
平
成
15
年
分
確
定
申
告

3
月
31
日
(水)

▽
平
成
16
年
分
中
間
申
告

・
平
成
15
年
分
の
年
税
額
が
48
万
円

を
超
え
、
4
0
0
万
円
以
下
の

場
合
　
8
月
31
日
(火)

・
平
成
15
年
分
の
年
税
額
が
4
0
0

万
円
を
超
え
る
場
合
　
5
月
31

日
(月)
、
8
月
31
日
(火)
、
11
月
30

日
(火)

※
「
年
税
額
」
は
消
費
税
の
み
の

額
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
税
務
署

(

923)

1
4
0
0

あ
な
た
が
市
内
に
所
有
す
る
土
地
・

建
物
の
所
在
や
地
番
、
地
目
、
面
積
、

評
価
額
な
ど
を
載
せ
た
帳
簿
を
お
見
せ

し
ま
す
。

対
象

市
内
に
土
地
ま
た
は
家
屋
を
所

有
し
、
そ
の
固
定
資
産
税
を
納

付
し
て
い
る
人

※
　
個
別
の
課
税
台
帳
は
、
借
地
・
借

家
人
な
ど
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

期
間

4
月
1
日
(木)
〜
30
日
(金)(

平
日

の
み)

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

場
所

市
役
所
1
階
税
務
課
窓
口

持
っ
て
く
る
物

▽
来
庁
者
の
印
鑑か
ん

▽

借
地
・
借
家
人
の
場
合
は
賃
貸

借
契
約
書
な
ど

※
　
代
理
人
が
来
庁
す
る
場
合
は
、
所

有
者
の
委
任
状
も
必
要
で
す
。

な
お
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
は
、
4
月
中
旬
に
発
送
す
る
予
定

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
税
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

販
売
店
な
ど
で
商
品
と
し
て
所
有
し

て
い
て
、
使
用
し
て
い
な
い
中
古
軽
自

動
車
な
ど
は
、
平
成
16
年
度
以
降
の
課

税
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
免
除
を
希
望

す
る
場
合
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
平
成
15
年
4
月
2
日
以
降
に
取
得

し
た
軽
自
動
車
な
ど
に
限
り
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民

税
担
当

(

584)

1
1
1
1

(

584)

1
1
4
1

FAX FAX
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報
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そ
の
他

子
ど
も
た
ち
と
真
夏
の
沖
縄
へ

「
春
日
市
少
年
の
船
」ス
タ
ッ
フ
募
集

国
税
専
門
官
募
集

福
岡
国
税
局

お
済
で
す
か
？

所
得
税
の
確
定
申
告

縦
覧
で
き
ま
す

あ
な
た
の
固
定
資
産
の
課
税
内
容

商
品
中
古
軽
自
動
車

軽
自
動
車
税
が
免
除
に
な
り
ま
す



よ
う
や
く
生
ま
れ
て
き
た
か
わ
い

い
赤
ち
ゃ
ん
。
思
い
ど
お
り
に
な
ら

な
い
こ
と
や
、
ど
ん
な
ふ
う
に
接
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん

な
時
は
ぜ
ひ
、
タ
ッ
チ
ケ
ア
（
＝
子

ど
も
に
触
れ
る
こ
と
）
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

始
め
る
時
期
は
、
首
が
座
る
３
、

４
カ
月
ご
ろ
。
空
腹
時
や
授
乳
直
後

は
避
け
、
赤
ち
ゃ
ん
の
機
嫌
が
よ
い

時
に
、
暖
か
い
部
屋
で
行
い
ま
す
。

そ
の
際
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
膚
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
、
手
に
付
け
て
い
る

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
は
必
ず
は
ず
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
上
に

寝
せ
て
、
顔
や
手
、
胸
、
腹
、
背
中
、

足
な
ど
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
部
分
を
裸

に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
手
を
洗
い
、

お
湯
で
手
を
少
し
温
め
ま
す
。

最
初
は
優
し
く
触
れ
る
く
ら
い
、

そ
し
て
慣
れ
て
き
た
ら
、
押
え
る
と

皮
膚
の
色
が
少
し
白
く
な
る
程
度

に
、
手
の
ひ
ら
全
体
で
、
ゆ
っ
く
り

と
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。
低
刺
激
・

無
香
料
の
オ
イ
ル
や
ロ
ー
シ
ョ
ン
を

使
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

も
し
、
赤
ち
ゃ
ん
が
嫌
が
っ
た
ら

無
理
に
せ
ず
、
機
嫌
の
い
い
と
き
に

始
め
ま
す
。

タ
ッ
チ
ケ
ア
は
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
抱
っ
こ
し
た

り
、
寝
か
し
つ
け
る
時
に
背
中
を
ト

ン
ト
ン
と
や
さ
し
く
た
た
い
た
り
、

頭
を
な
で
た
り
、手
を
つ
な
い
だ
り
、

髪
を
編
ん
だ
り
し
て
あ
げ
る
こ
と
も

タ
ッ
チ
ケ
ア
な
の
で
す
。
こ
れ
は
、

「
時
に
は
、
子
育
て
が
嫌
に
な
っ
た

り
、
怒
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
け

ど
、
本
当
は
好
き
な
の
よ
」
と
伝
え

る
、
と
て
も
有
効
な
方
法
の
一
つ
で

す
。
先
進
地
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
調

査
で
は
、
タ
ッ
チ
ケ
ア
を
す
る
こ
と

で
、
低
体
重
で
生
ま
れ
て
き
た
赤
ち

ゃ
ん
の
体
重
増
加
が
高
ま
っ
た
、
ス

ト
レ
ス
が
減
っ
て
落
ち
着
い
た
状
態

に
な
っ
た
、
ま
た
寝
付
く
ま
で
の

時
間
が
短
く
な
っ
た
な
ど
、
様
々

な
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

抱
き
癖
や
甘
や
か
せ
す
ぎ
を
心
配

す
る
人
も
い
ま
す
が
、
た
く
さ
ん
触

れ
合
っ
て
、
安
心
感
と
信
頼
を
得
て

こ
そ
、
子
ど
も
は
自
立
心
が
芽
生
え

て
い
く
の
で
す
。保

健
師
　
中
園
な
か
ぞ
の

直
美
な
お
み

※
　
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
家

庭
児
童
相
談
員
や
保
育
士
、
保

健
師
が
こ
の
よ
う
な
子
育
て
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

タ
ッ
チ
ケ
ア
の
す
す
め

こ
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
サ
ー
ジ

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す�

県
は
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
求

職
者
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
担
保
や

保
証
人
な
し
で
50
万
円
を
限
度
に
融
資

し
て
い
ま
す
。

対
象

▽
1
年
以
上
県
内
に
居
住
し
、
経
済
環

境
の
変
化
な
ど
で
職
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
人

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を
行
い
、
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
人

▽
雇
用
保
険
法
の
一
般
被
保
険
者
で
、

求
職
者
給
付
を
受
給
中
ま
た
は
待
機

中
、
給
付
制
限
期
間
中
の
人

▽
保
証
機
関
の
保
証
が
得
ら
れ
る
人

融
資
金
利

年
2
・
7
％
（
保
証
料
を

含
む
）

返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済

返
済
期
間

3
年
以
内

○
中
小
企
業
就
職
者
対
象
融
資
制
度

県
内
に
事
業
所
が
あ
る
中
小
企
業

に
1
年
以
上
勤
務
し
、
県
内
の
同
じ

住
所
地
に
1
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

な
ど
を
対
象
と
し
た
融
資
で
す
。

▽
さ
わ
や
か
ロ
ー
ン
（
中
小
企
業
従

業
員
生
活
資
金
等
融
資
制
度
）

▽
す
く
す
く
ロ
ー
ン
（
育
児
休
業
者

生
活
資
金
融
資
制
度
）

▽
ぬ
く
も
り
ロ
ー
ン
（
介
護
休
業
者

生
活
資
金
融
資
制
度
）

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ン
（
教
育
訓
練

受
講
資
金
融
資
制
度
）

※
　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
労
働
政
策
課

(

643)

3
5
8
7

(

643)

3
5
8
8

▽
九
州
労
働
金
庫
筑
紫
支
店

(

921)

1
1
2
2

(

921)

2
3
2
4

県
交
通
安
全
協
会
は
、
優
良
運
転
者

と
交
通
安
全
功
労
者
を
表
彰
し
ま
す
。

交
通
安
全
協
会
会
員
で
、
現
在
、
車

を
運
転
し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。
希

望
す
る
人
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

4
月
1
日
(木)
〜
5
月
20
日

(木)

表
彰
の
種
類
・
資
格

▽
地
区
協
会
長
表
彰(

5
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反)

▽
地
区
連
名
表
彰(

10
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反)

▽
県
連
名
表
彰(

10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反)

▽
緑
十
字
銅
章(

10
年
以
上
無
事
故
・

無
違
反)

▽
管
区
連
名
表
彰(

20
年
以
上
無
事

故
・
無
違
反)

※

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安

全
協
会

(

924)

0
0
6
6

(

924)

0
0
6
4

FAX

FAX FAX

情
報
ひ
ろ
ば
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ホ
ッ
と
ロ
ー
ン

求
職
者
支
援
資
金
融
資
制
度

希
望
す
る
人
は
申
請
を

優
良
運
転
者
・
交
通
安
全
功
労
者
表
彰



お
た
ま
じ
ゃ
く
し
・
散
歩
道

19

子
ど
も
の
夢
を
つ
な
ぐ

沖
縄
市
の「
こ
ど
も
の
国
」に
春
日
の

子
ど
も
た
ち
の
訪
問
記
念
碑
が
あ
る
、

と
思
う
。
か
つ
て「
春
日
市
少
年
の
船
」

で
こ
こ
を
訪
れ
た
団
員
た
ち
が
残
し
た

も
の
だ
▼
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
を
レ
ン
ガ
に

貼
り
付
け
て
積
み
上
げ
た
だ
け
の
塔
だ

が
、
パ
ネ
ル
の
一
つ
ひ
と
つ
に
団
員
た

ち
の
思
い
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
う
ち
１

枚
は
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
自
分
の
だ
。
あ

れ
か
ら
20
年
。
も
う
あ
る
ま
い
、
と
あ

き
ら
め
な
が
ら
も
、
い
つ
か
訪
ね
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た
▼
そ
の
消
息
を
、

先
月
、
そ
こ
を
訪
ね
た
友
人
が
も
た
ら

し
た
。
ま
だ
あ
っ
た
。
改
装
工
事
中
で

現
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ら

し
い
が
、
園
の
担
当
者
い
わ
く
、「
工
事

を
機
に
撤
去
し
た
が
、
な
い
と
が
っ
か

り
す
る
だ
ろ
う
と
復
旧
を
決
め
た
。
事

実
、
こ
れ
を
目
当
て
に
来
園
す
る
春
日

市
民
が
少
な
く
な
い
」▼
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
に
詰
め
込
ん
だ
思
い
出
の
品
の
よ
う

に
、
大
人
に
な
っ
た
団
員
た
ち
が
訪
ね

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
切
な
子
ど
も

の
夢
を
つ
な
い
で
く
れ
た
園
に
感
謝
感

激
▼
今
年
も
ま
も
な
く「
少
年
の
船
」の

募
集
が
始
ま
る
。
子
ど
も
の
夢
を
育
む

新
た
な
企
画
も
練
っ
て
い
る
と
か
。
き

っ
と
ま
た
貴
重
な
体
験
が
生
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
自
分
も
、
さ
っ
そ
く
青
春
の

か
け
ら
を
訪
ね
て
み
よ
う
！
　
　
　

（後）

①1000mlの牛乳パックの口を開き、四隅を切り�
　込みます。切り込んだ4面を折り畳んで、接着剤�
　ではって箱にします。�

②カッターナイフで1面を残して�
　切り込みを入れ、半分に折りま�
　す。�

③色画用紙で作った、耳、目、舌、�
　リボンを木工用接着剤ではり�
　つけます。鼻は、色紙を丸めて�
　立体的に作りましょう。�

④色画用紙を輪にしたものを�
　内側の上下にはり、指をさし込む�
　ところを作って出来上がり。�
　もう1匹は、牛乳パックに色画用紙�
　をはってから同じように作ります。�

折る�

折る�

完成！�

保育所（園）名� 電話番号�

春日原保育所�

岡本保育所�

昇町保育所�

大和保育所�

須玖保育所�

571-0153 

591-3617 

571-1915 

571-3267 

501-3090

原�

岡�

昇�

大�

須�

保育所（園）名� 電話番号�

白水保育所�

春日東保育所�

若竹保育園�

春日中央保育園�

あいあい保育園�

まみぃ保育園�

582-2657

591-1918

591-6023

581-8640

915-7555

588-7300

白�

昇�

岡�

若�

大�

岡�

あ�

大�

岡�

昇�

白�

東�

大�

原�

若�

若�

東�

白�

あ�

白�

大�

原�

東�

若�

中�

あ�

ま�

子 育 て � ポイント�ワン�

このコーナーは、保育所（園）の保育士が担当しています。掲載は奇数�
月の15日号です。ご意見・ご感想をお寄せください。（こども未来課）�

（3月16日～5月12日）�

3月16日（火）�

�

�

17日（水）�

19日（金）�

23日（火）�

27日（土）�

4月9日（金）�

13日（火）�

�

15日（木）�

16日（金）�

20日（火）�

21日（水）�

�

23日（金）�

24日（土）�

�

�

5月6日（木）�

10日（月）�

12日（水）�

おはなし会（4月20日も）10：00～�

いないいないばあ広場（4月20日も）

10：00～�

読み聞かせ�

あそぼ会（一緒に遊ぼう）�

おはなし会（4月27日も）�

あいあいクラブ�

あそぼ会（パネルシアター）�

看護師のはなし（5月11日も）�

一緒にワイワイ遊ぼう会（5月11日も）�

誕生会�

誕生会＆お楽しみ会�

あそぼ会（毎月20日は、一緒にあそぼう）�

なかよし会（あそびにきてね）�

読み聞かせ�

さくらんぼ採り�

歓迎遠足（春日公園）�

歓迎遠足（春日公園）�

あいあいクラブ�

子どもの日・誕生会�

あそぼ会（キラキラペットボトルをつくろう）�

なかよし会（砂場で遊ぼう）�

みなさん保育所に遊びにきませんか�

「元気におはよう」�
　「寝る子は育つ」と昔から言われているように、睡眠は子ど

もの体の成長や脳の発育にとって、大変重要な役割を担って

います。乳幼児期は、規則正しい生活を送ることによって、疲

れた脳や体が眠っている間に元気になります。だから「早寝

早起きが大事です。生活リズムを整えてあげましょう」とよ

く言われるのです。�

　しかし、そうはいっても早く寝かせようとしてもなかなか

子どもは寝てくれません。眠たくない子を無理に寝かせるの

はとても大変です。そんな時は、ちょっと発想を変え、早く起

こしてみてはいかがでしょう。少しずつ無理をせずに生活リ

ズムを整えてあげてください。朝、カーテンを開け、空気を入

れ替える。そして、目覚めた子どもに「おはよう」と声をかける。

お父さんお母さんにとっても、さわやかな1日になるのでは

ないでしょうか。無理をせずゆっくりゆっくり。�



市 の 人 口

●市の人口 108,753人

女 55,329人　男 53,424人

●世 帯 数 42,259世帯
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2月29日、須玖児童センターの
様子。この日を最後に取り壊され
る児童センターの壁に、思い思い
のメッセージや絵をかきました。

表
紙
の
写
真

国指定史跡の日拝塚
ひ は い づ か

古墳から
出土したと伝えられている金製
の耳飾りです。
全国的にも類例の少ない貴重
なもので、奴国

な こ く

の丘歴史資料館
に展示しています。細かな細工
が施され、約1,500年たった今
もなお輝いています。

（奴国の丘歴史資料館）

金製耳飾り

(2/15現在)

2月17日、春日中学校の2年生192人が、

須玖小学校と春日小学校の1・2年生を対象

に、｢絵本の読み聞かせ｣を行いました。

これは、総合学習の授業の一環で、｢小

学生と交流を深めよう｣と行われたもの。

事前に読み聞かせのボランティアさんに協

力してもらい、約10時間もの時間を費やし、

手順や内容を考え、練習に励みました。

手遊びなど工夫を凝らした読み聞かせ

に、小学生は大喜び。楽しい時間を過ごせ

たようです。

中学生は、｢最初は緊張したけれど、小

学生が楽しそうに聞いてくれたので、とて

もうれしかった｣と、笑顔で話していまし

た。

（広報レポーター　福山
ふくやま

正美
まさ み

）

楽しく絵本の読み聞かせ　春日中2年生　小学生と交流

4月から｢すくすくプラザ｣内に移転することに

なった須玖児童センターで、2月29日、｢ありが

とう！ぼうけんまるまつり｣が行われました。

この日集まったのは、いつもセンターを利用し

ている子どもたちやその保護者、そしてこのセン

ターで育った学生、元職員など約130人。｢劇団

風の子九州｣による昔遊びの劇｢とっぴんしゃん｣

を楽しんだ後、みんなで壁や床に、思い思いのメ

ッセージやイラストを書き残し、長年親しんでき

たこの建物に別れを告げました。

｢ありがとう｣や｢ぼうけんまるで遊べて本当に

楽しかった｣など、これまでお世話になった建物

への感謝の気持ちで、館内は埋めつくされました。

最後の思い出作り ありがとう！ぼうけんまるまつり

▲楽しい劇にみんな大笑い！！


